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本日の内容

（1）自己紹介（i-Construstionシステム学寄付講座）

（2）インフラ分野のデジタル・トランスフォーメーション（DX）

（3）社会基盤システムとは

（4）社会基盤システムの変革に向けて



i-Construction システム学寄付講座 (2018.10.1～2021.9.30, 第Ⅰ期)

Infrastructure Data Platform
地形・地盤情報、環境情報、インフラストックデータ 等

調査・計画 設計 施工 管理・運営
3Dデジタルモデル

Spec. Management 
System

フロントローディング

Digital Construction 
System

生産性・安全性・環境性向上

Supply chain 
Management System

ブロックチェーン

i-Construction Professional 育成システム

現実空間
建設生産システムの変革；生産性10倍向上、誰もが働きやすい現場を目指す
（新構造形式・3次元プリンタ・自動施工・e 市場・新物流システム・・・・）

Institutional Management System 制度インフラの再構築

Information Management System 情報の流通・利活用

測 量 ・ 地 質 調 査

i-Construction
～建設現場の生産性革命～

衛星測位技術やICT, IoT、
ロボット技術等の活用に
より現場の生産を向上

国土交通省
2016年4月



寄付講座メンバー

4

（社会基盤分野）

堀田昌英教授(兼務);社会基盤マネジメント

小澤特任教授;建設マネジメント

堀特任教授（兼務);計算科学・連続体力学

全特任准教授;システム最適化

亀田特任研究員(兼務);データプロセシング

（精密工学分野）

山下准教授(兼務);センシング・情報処理・AI

永谷特任教授;ロボティクス・建設機械

濱崎特任助教;遠隔操作インターフェース

谷島特任助教;ロボティクス・建設機械

（国・民間）

松實学術専門職員（国土交通省）

松下共同研究員（清水建設）

澁谷共同研究員（パシフィックコンサルタンツ）

佐藤共同研究員（大林道路）

藤原共同研究員（日本工営）

湯浅共同研究員（大林組）

大江共同研究員（国際航業）

小出共同研究員（国際航業）

宮岡共同研究員（清水建設）

石田共同研究員（鉄建建設）

金崎裕之学術専門職員（国際航業）

(2021年7月現在)
幅広い専門分野の教員
多様な研究員（国・民間）



(1) ４Ｄモデルを活用した新しい安全管理の研究 (大林道路㈱）

(2) 都市のデジタルツインを活用した将来の社会インフラサービス(パシフィックコンサルタンツ㈱）

(3) 3Dデータを活用した河道予測による河道維持管理の効率化 (日本工営㈱）

(4) 河道整備と維持管理最適化のための評価プラットフォームの開発 (㈱建設技術研究所）

(5) 土木躯体工事におけるCPSを活用した施工管理システムの開発 (大林組㈱）

(6) 3次元データを活用した道路維持管理システムの開発 (国際航業㈱）

(7) 建設情報分類体系に関する研究 （清水建設㈱）

(8) 新デバイスを用いたコンクリート工事の検査手法と認証システムの開発 (鉄建建設㈱）

(9) ブロックチェーンを活用した出来形情報管理システムの実用化(清水建設㈱）

寄付講座の運営方針と共同研究（2021年7月現在）
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i-Construction システム学寄付講座
（2018.10～2021.9）

（1）産業全体の協調領域・標準システムの開発
（2）学問体系の構築と教育システム
（3）制度設計に対する政策提言 等

運営委員会において、全体計画を判断

共同研究契約

寄付団体
(5団体・269社）

日本建設業連合会（84社）

建設コンサルタンツ協会（29社）

全国地質調査業連合会（10社）

全国測量設計業協会連合会（141社）

日本建設機械施工協会（5社）



i-Constructionシステム学寄付講座の研究

具体的な研究プロジェクト（一例）
• インフラデータプラットフォームの構想
• 施工・維持管理フェーズにおける建設情報の整備
• インフラデータプラットフォームを活用した河川の統合管理システムの開発
• 埋設管のインフラデータプラットフォームの構築と活用
• インフラデータプラットフォーム及び３次元モデルを活用した道路管理システムの開発
• 維持管理段階における統合プラットフォームの開発と活用
• ３次元モデルを活用した河道特性把握
• 道路設計のエラー事例の分析と３次元モデルを活用した設計システムの開発
• ３次元モデルを活用した道路占用申請・許可支援システムの開発
• ３次元モデルを活用した許認可審査の自動化・支援システムの開発
• 施工計画策定プロセスに着目した仮設構造物プロダクトモデル生成手法の開発
• 土木躯体工事におけるＣＰＳを活用した施工管理支援システムの開発
• ロボット技術を適用した建設機械システムの自動化に関する研究開発
• 施工現場の環境情報を考慮した油圧ショベルの動作シミュレーションと自動掘削に関する研究開発
• ブロックチェーンとスマートコントラクトを用いたサプライチェーンマネジメントシステムの開発
• ロボット・センサ情報処理技術を用いた施工・安全管理
• 作業員の生体計測による現場インシンデント検出
• ４Ｄモデルを活用した建設工事の安全管理手法 等

主な研究内容（目指すところ）
• インフラデータプラットフォームの研究開発
• スペックマネジメントシステムの研究開発
• サイバー空間における仮想建設システムの研究開発
• サプライチェーンマネージメントシステムの研究開発
• ロボット化建設機械・生産性向上施工の研究開発
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多種多様な研究を展開
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大学院生向け講義

「i-Constructionシステム学特論」

（社会基盤学専攻と精密工学専攻の学生のべ約170名
が受講）

実務者向けセミナー・ワークショップ

セミナー（計12回）・連携WS(計5回）

成果報告会（2019.10. ,2020.11.）

オンライン公開ワークショップ

（2020年度4回、2021年度3回）

オンライン講座（2020年5月～）

19動画コンテンツ（登録者300名超）

卒論生・修論生の研究指導

（詳細情報；http://www.i-con.t.u-tokyo.ac.jp)

i-Constructionシステム学寄付講座の諸活動

オンライン動画コンテンツ例
（i-Construction とは？）

成果報告会
（伊藤国際学術
ホール於）

5

2021年
6月23日発刊
絶賛発売中



ICT利活用からi-Constructionへ(国土交通省）

CALS/EC (1996～）
アクションプログラム2005

国土交通分野
イノベーション推進大綱

(2007)

i-Construction提言（2016）

2025年までに生産性2割向上

情報化施工推進会議
（2008）

CIMの提言
（2012）

ICT導入協議会
（2016）

国土地盤情報検索
サイト（KuniJiban)

(2008)

CIM導入推進委員会
（2016）

2007年問題

ICTの利活用

共通基盤の構築

社会基盤情報流通推進
協議会（2011）

情報の共有・
連携・流通

プレキャストの活用・
施工時期の平準化等

地理空間情報
活用推進基本法

（2007）





図‐2 i-Bridge (橋梁分野における生産性向上） 2）



情報通信技術・データサイエンス等の活用

(1)地理情報システム（Geographic Information System)

(2)Global Navigation Satellite System (GNSS)

(3)Point Cloud

(4)Digital Mapping System

(5)Building Information Modelling (BIM)

(6)ベイズ統計・機械学習・深層学習（AI)

(7)Internet of Things （IoT)

(8)Computational Engineering 

(9)Data Management System

・・・・・・

８ Operation 運用サービス

７ Introduction 導入サービス

６ Application 産業別アプリケーション

５ Analytics 人工知能
（画像認識・音声認識・言語処理・

パターン認識等）

４ Platform データ処理基盤
（高速処理・分散処理）

３ Cloud 仮想化されたハード領域

２ Connectivity 通信網

１ Things センサーを内蔵したモノ

IoT Technology Layers & Strategies

DATA

出典；「IoTで激変する日本型製造業ビジネスモデル」大野治著、日刊工業新聞社

情報通信技術を活用可能な
体制・人材育成

利用しやすいシステム開発へ
の投資環境



道具
（ツール）

ツールを活かして
働き方・労働環境を
改善するためには？



道路設計エラー事例の分析と3次元モデルを
活用した設計照査システムの開発

現所属：八千代エンジニヤリング株式会社

梶原拓也

（元東京大学 i-Constructionシステム学寄付講座 受託研究員）

2021年度
第3回ワークショップ

2021年6月30日



設計エラーとエラー解消のこれまでの取組み
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【国交省の対策】
3次元モデル等の利活用
による、フロントロー

ディングの実現

出典：設計成果の品質確保，調査・設計等分野における品質確保に関する懇談会
国土交通省 2017

【設計成果の修正状況】

H25 H26 H27 H28

【課題】
建設コンサルタントの
設計成果品に関する
多くのエラーが報告

手戻り発生による
生産性の低下

【建コン協の対策】
十分なチェック体制の確
立や照査・チェックリス

トの強化等

【現状】
エラーは減少傾向にある
が、未だに多くのエラー
が報告されている。



2

設
計

設
計
業
務
発
注

照
査※

3

回

設
計
成
果
品
納
入

工
事
発
注

施
工
中

工
事
完
了

<事業の流れ>

<照査ツール>

詳細設計照査要領に基づく人的照査

紙

※設計成果の品質確保のための方策について第27回建設マネジメント問題に関する研究発表・討論会講演集 2009年12月より

17% 14% 18% 37% 9%

<設計エラーの発覚割合とタイミング※> その他 5%

人的照査
⇒照査漏れによるエラーが生じる

⇒照査に時間がかかる

現行の照査方法

詳細設計
照査要領

<設計ソフト>

設計ソフトA

設計ソフトB

設計ソフトC

・
・
・
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・
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<設計エラーの発覚割合とタイミング※> その他 5%

人間が照査を行うから
照査漏れが生じる

照査をシステム化できれ
ば照査漏れは生じない

３次元モデル
を使用して
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<設計エラーの発覚割合とタイミング※> その他 5%

人間が照査を行うから
照査漏れが生じる

照査をシステム化できれ
ば照査漏れは生じない

３次元モデル
を使用して

【研究目的】
３次元モデル等を活用したエラー解消に
貢献可能な設計照査システムの開発
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道路設計照査システムのプロトタイプ
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設計照査システムを社会実装するための仕組み

●PSQ制度における認証制度のスキーム

※ソフトウェア品質説明のための制度ガイドライン，独立行政法人情報処理推進機構（IPA）



「i-Constructionシステム学」寄付講座
2021年度 第三回ワークショップ

2021.6.30

寄付講座共同研究員

湯淺知英

CPS(Cyber Physical System)を活用した

施工管理のためのオープンプラットフォームの構築



研究の背景及び概要
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構造物工(躯体工事) の工事(施工管理) ：生産性向上のためにCPS開発

② 環境情報

点群や動画情報等

① 設計情報

BIM/CIM

④ 作業員情報
職員や作業員の

位置・動作・生体状況

③ 重機情報
クレーン、生コン車、
ダンプトラック等状況

③
アプリ層

②CPS
-基盤層

①
データ
層

ICT構造物工



CPS基盤を作る目的

22

3Dを活用した業務アプリ開発の加速させること
解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

その都度、データを収集

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

統一のIF(インターフェーズ)

➢ 現場の要望は、年間１個～２個のペースではない

加速度的な開発が必要

現場のデータ(フィジカル) 現場のデータ(フィジカル)

サイバー施工現場 (サイバー)



施工デジタルツインをオープンプラットフォームへ

23

デジタルツインA デジタルツインB デジタルツインC

現場のデータ

デジタルツインD

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

現場のデータ

CPS・デジタルツイン基盤
(オープンプラットフォームへ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

協調領域



アプリケーション開発のユースケース
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②３Ｄシーン及びカメラ位置
保存、画面キャプチャー機能

③クレーン配置検討、
吊荷荷重・半径の確認機能

④任意の2点間の距離測定機能、
2次元表示切替機能

⑤BIM/CIM及び点群情報の
位置調整、スケース修正機能

⑥VR及びAR空間での
コミュニケーション機能

①BIM/CIM情報の読込、
点群の読込、作業員情報の読込

クラウド版で提供

Win10とモバイ
ルで最適化した
ネイティブアプリ

CPS基盤の基本機能(案)及びアプリ展望

最低限の機能

他・・・・

可視性
BIM/CIM、点群や動画
など多種・多様・大容
量のデータを取り扱う

高度な処理

拡張性
機能の追加実装が可能
ネイティブアプリや

VR,MR等幅広いデバイ
ス向けにアプリ開発が

行えること

簡便性
BIM/CIMソフトの知識
や点群の取り扱い知識
がない人でも業務に
活用できること

OS
3D空間での写真管理
（日付・場所）

工程AIによる進捗管理
（日付・場所）

Ｒｅbar

Form

工程AIによる分析

アプリケーション(例)



世界的に展開するため国内技術を結集
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国内の建設現場

世界中の建設現場/市場

CPS・デジタルツイン基盤
(オープンプラットフォームへ)

施工管理アプリ開発にフォーカスした世界でも類のないプラットフォーム

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

解決し
たこと

(アプリ)

デジタルツイン
基盤(B国)

デジタルツイン
基盤(C国)



ブロックチェーンとスマートコントラクトを用いた
サプライチェーンマネジメントシステムの開発

東京大学 i-Constructionシステム学寄付講座

松下 文哉



売買契約内容：
盛土材料

請負内容：測量

１次専門工事会社

発注者

受発注者間にまたがる生産プロセス（検査・支払）

サプライヤー
例：鉄筋工事に関わるサプライヤー

１次専門工事会社 2次製品メーカー 資材メーカー

請負内容：土工事 売買契約内容：
擁壁

１次専門工事会社

請負内容：土工事

品確法に基づく

品質・出来形検査

会計法に基づく

支払のための検
査

完成検査，既済部
分検査，完成部分
検査

元請負会社

施工管理

・施工記録
・帳票作成
・検査準備

27建設産業のサプライチェーンと生産プロセス
開発したシステムの概要（プロトタイプ）

施工管理情報

点群，重機のGNSS
材料情報

サプライチェーン内で生産される施工管理情報の
管理・活用方法が重要



開発したシステムの構成

BLOCKCHAIN

改竄確認システム

改竄の有無の確認

Smart Contract

発注者

元請

専門工事業者1 専門工事業者2 

契約書1111

契約書2223 契約書2224
契約番号，注文者，請負者，
請負金額，契約数量

入力情報保存システム 施工管理情報

現場から施工管理システムにより集約可視化される情報

契約情報

検査情報
参照ファイル，検査判定

非改竄性が担保され
た施工管理情報

WebAPI

WebAPI

W
eb

A
P

I

入
力
情
報
保
存
シ
ス
テ
ム

設
計
情
報

出来高システム

出来高の査定を実施

合否

合否

合否出来高

出来高

出来高

契
約
情
報
保
存
シ
ス
テ
ム

W
eb

A
P

I

出来形確認システ
ム

要求水準に対する確
認

支払確認システ
ム

支払金額の決定

28



29

            

            

            

            

            

              

ブロックチェーン スマートコントラクト

サプライヤーが生産する
施工管理情報の信憑性担保

省力化・自動化する内容と適応する技術

実地検査の省力化 支払の自動化

電子的に契約情報を管理し
支払い金額を決定

開発したシステムの概要（プロトタイプ）



30開発したプロトタイプを用いた実証試験の実施

出来形検査システム 出来高査定・支払システム

検証項目１：施工管理情報の改竄確認をしたうえで
品質・出来形検査の実施が可能であること

検証項目２：出来高の更新が可能であること
必要な情報をトレースし支払金額の決定が可能であること

実証試験の様子@北首都国道事務所 実証試験の様子@甲府河川国道事務
所

国交省の２現場にて実証試験を実施

開発したシステムの概要（プロトタイプ）



社会実装に向けた取組（出来形検査での試行） 31

受発注者間の検査の根拠となる施工管理情報の
“信憑性を担保可能”な“情報共有システム”の構築し

“実地検査の省力化”を実現

実施内容

BIM/CIMを前提とした受発注者間の書面検査（電子検査）実施用
の“情報共有システム”の構築し検査を実施

ブロックチェーンを基盤とした施工管理情報の“信憑性の担保”
ー改竄確認をしたうえで品質・出来形検査の実施が可能であること

プロトタイプでの確認範囲

社会実装に向けた取組

社会実装に向けた取組み

※清水建設株式会社との共同研究（2021年4月～2022年3月）



開発する情報共有システム（出来形確認・検査時） 32

Blockchain

施工情報取得
（JV・専門工事会社）

JVの出来形確認
NEXCO中日本の

出来形確認（書面検査）

電子納品

Data Storage

取得通知

M.200 SERIES 
V2

自動保存

Leica 
RTC360

再取得

地上型 UAV

・点群測量の実施
開発：測器-Cloud間API

Clou
d

JV職員

専門工事会
社

JV職員
（担当者）

承認依頼

差戻し
・設計‐点群の比較確
認

JV職員
（責任者）

・結果の確認

点群情報 ヒートマップ

監督員/検査員

・根拠情報の改竄確認
・書面検査

利用ツール：

検査用App（開発予定）

利用ツール：

出来形確認App（開発予
定）

BIM/CIM 3次元モデル

３次元モデル
の電子納品

点群情報

出来形

検査結
果

社会実装に向けた取組み



i-Constructionシステム学寄付講座の今後の活動について
（第Ⅱ期 2021.10.1～2024.9.30）

１．開発したシステムの実装に向けて

(1) 実装のための基盤システムの開発が必要

(2) 体制・しくみ構築が必要

２．生産性10倍の目標に向けて

(1) 基盤システムとシミュレーション技術等を組合せ

設計や施工のソリューション創出が必要

(2) 工場・機械(ロボット)・デバイス等の開発

(3) 新技術を活用するための制度

３．プロフェッショナル人材の育成に向けて

(1) 教科書・演習・講義体系

(2) 実務者育成の支援
10

2021年6月23日発刊

オープンイノベーション
の推進



道具
（ツール）

仕組み
（システム）

システムの構築・
社会実装するには？



プロトタイプシステムの開発とユースケースの提示
(寄付講座の研究開発）

設計段階 施工段階

サプライチェーン

インフラデータプラットフォーム

安全管理

ヤード

工事目的物の設定
(3Dモデル）

施工環境の計測

機械の動作制御

出来形の計測

機械の位置・
動作計測

高速安定通信

自律施工システム協調領域の研究開発
を先行

開発したシステムの社会実装を❣



2次元図面

点検記録カ
ルテ

電子納品
データ

CSVデー
タ

必要なデータ・情報を抽出し、利活用できるよう提供するシステム

3次元モデル

地
図
情
報

3次元点
群データ

・・

調査・計画 設計 施工 管理・運営

利活用
検索・可視化・シミュレーション・解析・分析・評価・制御

地
盤
情
報

アナログ→デジタル
2次元→3次元

河道改修計画 橋梁耐震設計 建機自動制御 道路維持管理

インフラデータプラットフォーム
多様な大量のデータ・ファイル・情報等

を高速で自動で繋ぐ(疎結合）

データプラット
フォームは
協調領域

協調領域の
明確化・標準化・
共同開発

インフラデータプラットフォームの開発と活用

データプラットフォームをどのような体制で整備するか



37
自律施工の技術開発促進に向けた土木研究所の取組みについて 土木研究所技術推進本部長 岩見吉輝氏

施工・安全管理システムの高度化と生産性向上

共通ルールの構築をどのような体制で進めるか



・品質出来形の確認

・改竄有無の
確認

・改竄行為のト
レース

bloc
k

bloc
k

bloc
k

Smart Contract

Blockchain

契約条
件

ハッシュ
値

契約履行内
容

契約
者

Data 
Storage

ハッシュ
値

Data 
Storage

契約情報（契約条件・履行内容）

契約情報保存システム

Web API

W
eb

 A
P

I

施
工
管
理
情
報
保
存
シ
ス
テ
ム

施
工
管
理
情
報

W
eb

 A
P

I

設
計
情
報
保
存
シ
ス
テ
ム

設
計
情
報

（
３
次
元
モ
デ
ル
）

改竄確認
システム

出来形確認システム

・施工数量の査定

出来高確認システム

Web API

検査の合否判
定

出来高率

・契約者や契約条件の
トレース

・契約履行内容のトレース

・支払金額の算出と確認

支払確認システム

既払金額

保存
され
る情
報

基盤

システ
ム

ブロックチェーンとスマートコントラクトを用いた公共工事の契約情報及び出来形・出来高情報管理システム
（松下文哉受託研究員）

出来形検査・出来高査定から支払い
までを全自動で可能にするシステム

建設業サプライチェーンへのブロックチェーン技術導入に伴う費用分担に関するゲーム論的考察
（修士論文；後藤大輝）

𝒑𝟏 = 𝟎. 𝟗𝟐𝟓

𝒑𝟐 = 𝟎. 𝟎𝟕𝟓

加重シャープレイ値で
考慮すべき提携

元, 
下

元 発 下

発, 
下

発, 
元

下

発 元 下
𝑝1

𝑝4

𝑝2

𝑝5

𝑝3

𝜙 → 𝐴 → {𝐴,𝐵}
→ 𝑁

𝜙 → 𝐴 → 𝑁

𝜙 → 𝐵 → {𝐴,𝐵}
→ 𝑁

𝜙 → 𝐵 → 𝑁

𝜙 → 𝐴,𝐵 → 𝑁

確
率

提携過程

発
注
者

元請 下請

プロジェク
ト

発
注
者

元請 下請

プロジェク
ト

発
注
者

元請 下請

プロジェク
ト

▪ 一度プロジェクトで導入を決めたら(済), 次回プロジェクト
では即座に提携を組むことを仮定
→プロジェクト単位の導入が伝播していく

▪ 拡散過程全体での各提携過程の生起確率を推定

加重シャープレイ値の生起確率に適用する

済未

新システムの開発運用に係る費用分担は
どうあるべきか？

新システムの
開発運用の体制構築

第3回 3Dモデルを活用した設計システムと施工計画

基盤システムをどのような体制で整備するか



情報基盤システム構築上の課題

(1)協調領域と競争領域
・ユーザの利便性
・オープンイノベーションの推進
・協調領域の費用負担

(2) データの取り扱い
・データのアクセス権・所有権
・個人情報保護
・問題が発生した際のリスク負担



BIM/CIMに関する基準・要領等
国際標準

ISO 16739 (BIMデータのモデル表現）
ISO 29481（プロセス定義と連携方法）
ISO 12006（用語理解のための共通辞書）

国内基準要領等
〇BIM/CIM活用ガイドライン(案)
○３次元モデル表記標準（案）
○CIM事業における成果品作成の手引き（案）
○BIM/CIM活用における「段階モデル確認書」作成手引き【試行版】（案）
○３次元データを契約図書とする試行ガイドライン（案）
○設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデルの考え方（案）
○BIM/CIM成果品の検査要領（案）
○BIM/CIM設計照査シートの運用ガイドライン（案）
○土木IFC対応ソフトウェア確認要件（案）
○LandXML1.2に準じた３次元設計データ交換ソフトウェア確認要件（案）
＜参考＞
○Information Delivery Manual（IDM ：数量情報の伝達）
○Model View Definition ：国土交通省モデルビュー定義（MVD：数量情報の連携）

Modelling Requirements
Format
Classification



ICT施工に必要な技術基準等
〇出来形管理の監督・検査要領（案）、出来形管理要領（案）【土工編】

〇空中写真測量（無人航空機）・地上型ＬＳ・無人航空機搭載型ＬＳ・ＴＳ等光波方
式・ＴＳ（ノンプリ） ・地上移動体搭載型ＬＳ・ＲＴＫ－ＧＮＳＳ
〇出来形管理の監督・検査要領（案）、出来形管理要領（案）【舗装工事編】
〇地上型ＬＳ・ＴＳ等光波方式・地上移動体搭載型ＬＳ・ＴＳ（ノンプリ）
〇出来形管理の監督・検査要領（案）、出来形管理要領（案） 【河川浚渫工事編】

〇点検記録作成支援ロボットを用いた３次元成果納品マニュアル【トンネル編・橋
梁編】
〇ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め管理監督検査要領（案）、管理要領（案）
〇施工履歴データによる土工の出来高算出要領（案）
〇ステレオ写真測量（地上移動体）を用いた土工の出来高算出要領（案）

〇公共測量マニュアル(案) 【国土地理院】地上ＬＳ・ＵＡＶ
〇公共測量におけるUAVの使用に関する安全基準（案）【国土地理院】
○ ＩＣＴバックホウおよびブルドーザの情報化施工要領【建設ＩＣＴ導入普及研究会】

・・・・等 体系化が必要



新技術活用(調達)の促進方策

１．発注者が採用し易い

２．開発者が提案し易い

３．開発者以外も活用し易い

４．開発者の動機を高める 仕組みを考えること

その為には、

(１)性能規定に基づく発注（仕様書）

(２)技術基準の性能規定化

(３)性能に基づく積算システム

(４)性能保証の仕組み

(５)技術的判断が可能な発注者体制 等を考える必要

42



機能
目標性能・性能水準

検証方法
照査方法など

材料・寸法・
工法 などの
具体例

仕様規定

性能規定

技術基準類の性能規定と仕様規定

選択肢の拡大・新技術活用

43



施設の機能

構造物の性能と性能水準
（安全性・使用性・耐久性・

環境適合性など）

荷重条件 環境条件

・要求性能を照査（検証）
・照査方法の適用条件の確
認（構造細目など）

構造設計 材料 施工計画
施工条件

・工事の要件の確認
（現場安全性・環境
への配慮など）

維持管理
性能設計

構造物の性能規定・設計・照査の流れ
44



契約図書

⚫工事請負契約書：公共工事標準請負契約約款

⚫設計図書
⚫図面：入札時に発注者が示した設計図

⚫仕様書

⚫共通仕様書：施工するうえで必要な共有する技術的要求や工事
内容を説明したもののうち，各工事に共有し定型的な規定から
なっているもの

⚫特記仕様書：共有仕様書を補足し，工事の施工に関する明細ま
たは工事に固有の技術的要求を規定しているもの

⚫現場説明書：入札参加者に対して発注者が当該工事の契約条件等説
明するための書類

⚫質問回答書：現場説明書に関して入札参加者が提出した質問に対し
て発注者が回答する書面

⚫工事数量総括表：工事施工に関する工種，設計数量および規格を示
した書類

45

契約における
3Dモデル・データの
信頼性の取扱い？



Integrated Project Delivery

46

(1)発注者を支援する方式；

CM方式、事業促進PPP方式

(2)事業プロセスの対象範囲；

設計・施工一括発注方式、詳細設計付工事発注方式、維持管理付工事

発注方式、設計段階から施工者が関与する方式（ECI方式）、アライアンス

(3)発注単位；

包括発注方式、複数年契約方式

(4)仕様書；

性能発注方式

(5)支払い方法；

総価契約方式、コスト＋フィー契約・オープンブック方式

フロントローディング
が可能な方式へ



社会基盤（システム）マネジメント
⚫社会基盤施設に加え，その整備や供用にまつわる社会の仕組み，慣行，
組織，人的活動等の総体としてのシステム（=社会基盤システム）を，
社会の要請に応えられるよう機能させるための取り組み

社会のニーズに適合したシステム構築が必要

堀田昌英・小澤一雅編
社会基盤事業に関わる人・組
織・プロセスが対象、社会基盤シ
ステムを動かすための知の体系



国土開発幹線自動車道網(1966年)  計画延長7600㎞
出典： 国交省資料)

1976年、2000㎞供用
(年330kmペース)

1982年、3000㎞供用
(年180kmペース)

1987年、4000㎞供用
東北道の全通 (年200kmペース)

社会基盤システムの構築により
平均年230kmのペースで高速道路を整備

社会基盤事業

技術・情報

技術基準体系
情報管理システム

等

仕組み・制度

法体系
事業執行システム
運用システム 等

資金・財源

資金調達
会計管理システム
料金システム 等

組織・体制

機能役割分担
人事・人材システム

等



【制度】

各種法制度整備
技術基準の整備
仕様書・契約方
式の整備 等

【技術】

大規模施工技術
の導入・開発
（施工管理・機械
化施工 等）
技術開発の促進

【資金】

有料道路制度
（1956年）

世界銀行借款
償還主義
料金プール制度 等

【組織・体制】

日本道路公団
（建設省・地方自治体・民
間・新卒、1956年）

外国人コンサルタント
（西独・米国）

計画実施の
システム構築

（国土開発縦貫自動車道
建設法、1957年）

管理責任と
費用負担

（高速自動車国道法、
1957年）

【マネジメントサイクル】

社会基盤システム（高速国道整備）

我が国独自のシステム
構築・運用・改良



社会基盤システム
⚫インフラ（物的存在）と

⚫その整備や供用にまつわる社会の仕組み，慣行，組織，人的活動等の総体

としてのシステム

社会基盤システム

感染症

情報通信技術・
データサイエンス

リモート社会

新しいビジネス
モデル

インフラ管理者
の組織体制

多様なニーズに応える
インフラサービス

生産性向上
テレワーク・デジタルトランスフォーメーション

公衆衛生・防災・モビリティ・
ロジスティクス・情報通信・
ライフライン・教育・・

図-4 Society5.0を支える社会基盤システムのマネジメント



将来の社会基盤システムのマネジメント

（0）インフラサービスの将来像

少子高齢化社会、地方創成、自動運転等

（1）インフラ管理者（行政）の組織的な取り組み

組織変革のプロセス

（2）インフラ産業界の取り組み

ビジネスモデル（包括的契約、PFI/PPP等）

（3）技術開発に向けた取り組み

ICT・AI技術の活用（計画・設計・施工・維持管理等）

新構造形式・材料・施工法の開発
51

どんな社会
を描くか？



ポストパンデミック世界のパラダイム

(1)自然・生命系

人間中心主義→共存・共生・対抗（生命観・自然観）

(2)社会経済システム

一極集中・無限成長→自律・分散型システム

個人主義的・大量消費→コミュニティ型・グローカル

第一次産業の見直し（食糧とエネルギー自給率）

多元的価値を実現する自然共生社会

資本主義経済→？、全体主義・民主主義→？

(3)精神・文化的

不安心理

弱者への対応・インクルーシブ
→ リモート社会



次世代都市国際連携研究機構
－危機から⽇常まで：未来社会研究の実践と展開に向けて－

●COVID-19によって全世界規模で引き起こされている分断や格差といった未曾有の規模の社会課題を解決を⽬指して、人⽂・社会科学系研究者の現場に

根差したリサーチクエッションとイノベーション実践⼒とを現場で結びつけるための研究ハブ組織として実践型連携研究機構を設⽴する。

●国内外の⾃治体と協⼒体制を構築し、さまざまな現場を対象に、インクルーシブ未来社会像を共有するための人⽂・社会科学研究の推進とそのための都

市技術開発に取り組み、現場で⾃ら実践・学習していく国際スタジオ型リモート教育研究プログラムの実現によって新たな学問モデルを展開する。

次世代都市国際教育の推進と社会実装コーディネーション

外部資⾦－ネットワーク：i-Construction/復興デザイン/不動産マネジメント/次世代エネルギー/インフラデジタルツイン/次世代都市-交通デザインなど社会連携・寄付講座

ディスタンシング
の制御と理論化

⼯学
社会イノベー
ションの実践

多様な都市の
実践活動

未来社会の
ビジョ ンデザイン
新たな都市・地域・国⼟像

⼈⽂・ 社会科学
都市をめぐる新たなリサーチ
クエッションの発掘

インクルーシブ都市へのスパイラルアッ プ
〜先端研究者の都市を巡る対話と複雑な現場課題の邂逅〜

.

■社会・物理距離の人⽂・社会科学研究

→ インクルーシブ領域デザイン
→ 社会的キャパシティの理論研究
→ 危機の中の都市史研究

■デジタルトランスフォーメーション研究

→ バーチャルフィジカルの社会問題研究
→ i-Constructionによる社会空間の設計
→ リモート社会の居住と世帯研究

（工、経済、地震研、生研）

レジリエンス都市研究

■超複合災害からの復興デザイン研究

→ 複合災害に向けた復興教育
→ ウィズ/ポストコロナ対応型未来社会研究
→ 国際次世代都市研究

（工、人⽂、新領域）

分断と格差の都市社会研究
（工、人⽂、経済、新領域、情理、生研）

リモート社会研究

photo photo photo photo photo photo
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▲都市緑地による⽔害
リスクの緩和

▲⽯膏硬化の微視構造
による地盤解析

▲ネパール地震における
少数⺠族住区調査

▲国際プランニングサマー
コースの開催

▲建築-モビリティ-都市の
一体設計

▲鄭東新区⽩沙のconnected

infrastructure

COVID-19下の都市のリモート化 社会空間デザイン 複合災害の事前復興と未来ビジョン

【東京都・江東区・鄭州・カトマンドゥ】
デジタルトランスフォーメーションに
よる東京2050社会実装と現場の⾮リ モ
ート 課題の解決

【宇和島・伊⽅・⻄予・愛南・レイテ】
南海トラフ津波・巨大災害の複合災害
復興と現地における公正な社会的意思
決定の実現

リモート社会研究（リモート都市建設
の社会実装）

巨大災害を想定したレジリエンス
都市研究

インクルーシブ
社会の実現に

向けて



想い
（ビジョン）

道具
（ツール）

仕組み
（システム）

より良い社会の実現のために！



ご清聴ありがとうございました！


